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第
４
章　

熊
本
地
震
へ
の
対
応

　

平
成
28
年
４
月
14
日
午
後
９
時
26
分
の
地
震
が
、
熊
本
地
震
の
始
ま
り

だ
っ
た
。
以
降
、
熊
本
地
方
を
中
心
に
震
度
６
弱
以
上
を
観
測
す
る
地
震

が
７
回
（
う
ち
２
回
は
震
度
７
）
発
生
し
、
熊
本
県
を
中
心
に
多
数
の
家

屋
倒
壊
、
土
砂
災
害
等
に
よ
り
死
者
64
人
、
重
軽
傷
者
１
８
１
６
人
の
多

大
な
被
害
が
出
た
。

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
活
動
中
に
本
震

 

地
震
を
受
け
て
、
市
立
病
院
か
ら
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
な
ど

が
、
早
速
支
援
活
動
に
動
い
た
。
こ
の
う
ち
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
翌
15
日
午
前

１
時
55
分
、
医
師
１
人
、
看
護
師
３
人
、
調
整
員
１
人
の
構
成
メ
ン
バ
ー

で
熊
本
県
に
向
け
て
真
っ
先
に
出
動
し
た
。
そ
し
て
病
院
避
難
活
動
中
に

本
震
に
遭
遇
し
た
。

 

隊
長
の
吉
原
秀
明
・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
と
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

九州各地から駆けつけたDMAT
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参
集
場
所
は
、
熊
本
県
の
基
幹
災
害
拠
点
病
院
で
あ
る
熊
本
赤
十
字
病
院
内
の
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
拠
点
本
部
だ
っ
た
。
同
日
朝
方
ま
で
に
約
70
チ
ー
ム
が
参
集
。
被
災

地
病
院
や
避
難
所
な
ど
の
情
報
収
集
を
皮
切
り
に
活
動
が
始
ま
っ
た
。
午
後
９
時

半
、
益
城
町
の
東
熊
本
病
院
に
出
動
し
た
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
か
ら
病
院
支
援
の
た
め
の
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
要
請
が
あ
り
、
市
立
病
院
を
含
む
６
隊
が
出
動
。
現
場
で
は
市
立
病

院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
統
括
を
担
当
し
た
。
病
院
機
能
上
も
倒
壊
リ
ス
ク
上
も
全
病
院
避

難
は
不
可
避
と
考
え
ら
れ
た
。
全
入
院
患
者
30
人
に
優
先
順
位
を
付
け
、
１
人
ず

つ
分
散
搬
送
す
る
方
針
で
避
難
を
開
始
し
た
。

　

入
院
患
者
３
人
の
搬
出
を
終
え
た
16
日
午
前
１
時
25
分
、
震
度
７
の
「
本
震
」

が
発
生
し
た
。
自
分
の
立
っ
て
い
る
所
に
亀
裂
が
入
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
面
が
歪

ん
で
い
く
の
を
実
感
し
た
。
す
ぐ
に
別
の
場
所
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
７
隊
を
集
め
て
安
否

を
確
認
。
拠
点
本
部
か
ら
は
現
場
か
ら
の
撤
収
を
示
唆
さ
れ
た
。
一
方
、
消
防
は

全
入
院
患
者
を
院
外
に
搬
出
す
る
の
で
、
そ
の
後
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
旨
伝
え
て
き
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し

て
は
、
病
院
周
り
を
危
険
区
域
に
設
定
、
危
険
区
域
外
の
患
者
集
積
所
の
み
で
活
動
す
る
こ
と
で
任
務
遂
行
は
可
能
と
評
価

し
、
拠
点
本
部
に
報
告
し
た
。
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
が
１
人
ず
つ
患
者
を
救
出
。
そ
の
た
び
に
、
外
で
待
つ
家
族
、
病
院
職
員

の
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。
そ
の
後
搬
出
さ
れ
た
27
人
の
患
者
を
熊
本
市
の
東
病
院
に
一
括
搬
送
し
た
。
こ
の
時
「
自
ら
の

病
院
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
患
者
を
受
け
入
れ
た
東
病
院
の
存
在
が
あ
り
が
た
か
っ
た
。
被
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災
地
で
は
皆
が
力
を
合
わ
せ
て
戦
っ
て
い
た
」
と
い
う
。

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
後
を
引
き
継
ぐ
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
鹿
児
島
県
医
師
会
の
派
遣
要
請
を
受
け
、
救
急
科
の
松
窪
将
平
医
師
と
看
護

師
２
人
、
医
療
技
術
職
員
１
人
の
４
人
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
た
。
４
月
21
日
朝
出
発
、
23
日
ま
で
の
３
日
間
、
熊
本
市
西
区

内
の
学
校
避
難
所
等
を
巡
回
し
な
が
ら
避
難
住
民
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
、
サ
ポ
ー
ト
、
ま
た
避
難
所
の
管
理
状
況
や
衛

生
状
態
の
情
報
収
集
と
支
援
を
行
っ
た
。
２
日
目
は
西
区
役
所
内
や
ア
ク
ア
ド
ー
ム
に
仮
診
療
所
を
設
け
て
診
療
活
動
を
展

開
。
最
終
日
、
次
の
担
当
に
な
っ
た
今
給
黎
総
合
病
院
チ
ー
ム
（
鹿
児
島
市
）
に
業
務
を
引
き
継
い
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
医
師
会
の
派
遣
依
頼
で
４
月
29
日
か
ら
３
日
間
、
看
護
部
の
土
屋
香
代
子
看
護
師
が
宇
土
市
に
派
遣
さ

れ
、
感
染
症
対
策
の
支
援
活
動
に
従
事
し
た
。
さ
ら
に
６
月
25
日
か
ら
４
日
間
、
同
じ
く
県
医
師
会
の
依
頼
を
受
け
、
新
た

な
支
援
組
織
で
あ
る
「
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ
」（
大
規
模
災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
チ
ー
ム
）
と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
技
術
科
の
渡
辺
貴
司
、
南
久
利
両
医
療
技
術
職
員
が
、
菊
陽
町
と
益
城
町
に
派
遣
さ
れ
、
時
間
の
経
過
に
対
応
し
た
、
い

わ
ゆ
る
「
生
活
不
活
発
病
」
予
防
な
ど
健
康
管
理
の
支
援
を
行
っ
た
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
赤
ち
ゃ
ん
搬
送
に
尽
力

　

４
月
16
日
午
前
１
時
25
分
の
本
震
で
被
災
し
た
熊
本
市
民
病
院
は
、
医
療
機
関
と
し
て
の
機
能
を
ほ
ぼ
喪
失
し
た
。
総
合

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
兼
ね
る
同
病
院
に
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
Ｇ
Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
治
療
回
復
室
）
に
、
38
人
の
赤
ち
ゃ

ん
が
入
院
し
て
い
た
。「
熊
本
市
民
病
院
の
赤
ち
ゃ
ん
を
守
れ
」。
緊
迫
し
た
状
況
の
な
か
、
県
外
医
療
機
関
へ
の
２
次
搬
送
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の
主
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
新
生
児
搬
送
用
保
育
器
を
装
備
し
た
鹿
児
島
県
の
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
だ
っ
た
。

　

勤
務
中
だ
っ
た
市
立
病
院
新
生
児
内
科
の
平
川
英
司
医
師
は
、
同
日
午
前
４
時
40

分
、
熊
本
市
民
病
院
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
協
議
を
開
始
、
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ

る
搬
送
方
針
が
決
ま
っ
た
午
前
５
時
50
分
、
新
生
児
内
科
の
茨
聡
部
長
か
ら
全
員
に
緊

急
登
院
の
指
示
が
出
さ
れ
た
。
全
員
そ
ろ
っ
た
午
前
７
時
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
後
、

「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
搬
送
」「
ヘ
リ
搬
送
」「
Ｃ
Ｓ
室
で
の
調
整
」「
病
棟
で
の
調
整
」「
今

給
黎
総
合
病
院
と
の
調
整
」「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
の
調
整
」「
病
棟
受
け
入
れ
」
と
、
医
師
14

人
の
役
割
分
担
が
決
め
ら
れ
た
。

　
「
ヘ
リ
搬
送
」
担
当
の
平
川
医
師
は
、
早
速
同
日
午
前
９
時
11
分
、
市
立
病
院
屋
上

を
離
陸
し
た
。
県
が
全
国
に
先
駆
け
て
導
入
し
た
ヘ
リ
「
Ａ
Ｗ
１
０
９
Ｓ
Ｐ
」
は
、
他
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
機
種
よ
り
１
・
２

倍
以
上
の
速
度
を
誇
る
。
31
分
で
熊
本
市
の
江
津
湖
に
到
着
。
引
き
継
ぎ
中
に
震
度
６
弱
の
余
震
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
生
後

40
日
、
１
０
０
０
㌘
未
満
の
未
熟
児
を
、
人
工
呼
吸
器
を
用
い
な
が
ら
無
事
市
立
病
院
に
搬
送
し
た
。
着
陸
は
10
時
34
分
、

同
45
分
に
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
搬
入
し
た
。
２
例
目
、
３
例
目
は
熊
本
市
民
病
院
か
ら
九
州
大
学
病
院
へ
の
搬
送
。
鹿
児
島
県
の

ヘ
リ
を
熊
本
県
か
ら
福
岡
県
に
飛
ば
し
て
い
い
の
か
。
や
や
戸
惑
う
平
川
医
師
の
背
中
を
押
し
た
の
は
、
総
合
周
産
期
医
療

セ
ン
タ
ー
長
で
も
あ
る
茨
部
長
の
言
葉
だ
っ
た
。「
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
い
い
こ
と
な
ら
や
り
な
さ
い
。
責
任
は
私
が
取
る
」

　

こ
う
し
て
16
、
17
日
の
２
日
間
で
ヘ
リ
に
よ
る
搬
送
は
、
三
つ
子
や
妊
婦
１
人
を
含
め
10
人
に
上
っ
た
。
宇
土
市
の
妊
婦
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は
16
日
16
時
半
頃
、
自
宅
で
破
水
。
熊
本
県
内
の
新
生
児
医
療
施
設
は
満
床
の
た
め
、
県

外
搬
送
が
望
ま
れ
た
。
搬
送
不
能
と
な
る
日
没
が
迫
る
な
か
、
ヘ
リ
は
18
時
10
分
、
市
立

病
院
を
離
陸
、
26
分
で
宇
土
総
合
病
院
ヘ
リ
パ
ッ
ド
に
到
着
、
引
き
継
ぎ
後
18
時
46
分
に

離
陸
。
搬
送
中
は
子
宮
収
縮
抑
制
剤
を
投
与
し
な
が
ら
19
時
40
分
、
無
事
市
立
病
院
Ｍ
Ｆ

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
搬
入
し
た
。
妊
婦
は
、
翌
朝
５
時
１
分
に
２
１
０
８
㌘
の
女
児
を
出
産
し
た
。

　

三
つ
子
は
生
ま
れ
て
５
日
目
で
、
熊
本
市
民
病
院
か
ら
同
市
内
の
福
田
病
院
に
緊
急
転

院
し
た
が
、
満
床
の
た
め
ヘ
リ
搬
送
が
要
請
さ
れ
た
。
17
日
午
後
、
２
回
に
わ
た
り
市
立

病
院
に
搬
送
。
そ
の
後
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
で
今
給
黎
総
合
病
院
に
搬
送
さ
れ
て
入
院
、
約

１
カ
月
後
に
退
院
し
た
。
平
川
医
師
は
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
情
報
を
共
有
す
る
た
め
、
厚
労
省

が
構
築
し
た
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
に
「
鹿
児
島
の
ヘ
リ
は

赤
ち
ゃ
ん
を
搬
送
し
て
い
ま
す
」
と
書
き
込
ん
だ
。「
災
害
時
は
で
き
る
人
が
で
き
る
こ
と
を
す
る
の
が
大
切
。
赤
ち
ゃ
ん

を
引
き
受
け
れ
ば
、
ほ
か
の
ヘ
リ
は
ほ
か
の
患
者
を
運
べ
る
」
と
考
え
て
い
た
。

熊
本
市
民
病
院
看
護
師
ら
受
け
入
れ

　

地
震
か
ら
３
カ
月
半
後
の
平
成
28
年
８
月
１
日
、
建
物
な
ど
の
倒
壊
で
一
部
機
能
を
失
っ
た
熊
本
市
民
病
院
の
看
護
師
と

助
産
師
合
わ
せ
て
６
人
が
、
市
立
病
院
で
働
く
こ
と
に
な
り
、
病
院
内
で
受
け
入
れ
式
が
あ
っ
た
。
熊
本
市
は
30
年
度
中
に 赤ちゃん搬送に尽力した県ドクターヘリ



214

も
、
熊
本
市
民
病
院
を
移
転
新
築
す
る
方
針
だ
が
、
同
病
院
は
被
災
の
た
め
通
常
勤
務
が
で
き
な
い
看
護
師
ら
の
実
務
能
力

維
持
・
向
上
を
目
指
し
て
、
九
州
・
沖
縄
の
自
治
体
病
院
に
職
員
の
受
け
入
れ
を
打
診
し
て
い
た
。

　

産
婦
人
科
や
新
生
児
内
科
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
６
人
の
任
期
は
29
年
３
月
ま
で
。
希
望
す
れ
ば
30
年
度
ま

で
更
新
で
き
る
。
新
生
児
内
科
で
勤
務
す
る
横
田
い
づ
み
さ
ん
は
「
大
地
震
を
経
験
し
、
緊
急
時
に
備
え
る
大
切
さ
を
痛
感

し
た
。
最
新
の
設
備
が
整
う
病
院
で
で
き
る
だ
け
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
、
熊
本
に
持
ち
帰
り
た
い
」
と
決
意
を
表
明
。
坪

内
博
仁
院
長
は
「
慣
れ
な
い
土
地
で
不
安
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
の
経
験
が
病
院
再
建
に
役
立
つ
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
た
。

　

６
人
は
、
熊
本
市
民
病
院
が
用
意
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
、
徒
歩
や
自
転
車
で
通
勤
す
る
。
看
護
部
の
中
久
保
き
み

代
・
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
看
護
師
長
は
「
被
災
し
た
な
か
で
、
家
族
を
残
し
て
単
身
赴
任
の
方
も
お
ら
れ
る
。
鹿
児
島
の
自
然
、
歴

史
、
人
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
で
、
鹿
児
島
を
第
２
の
故
郷
と
思
っ
て
く
れ
た
ら
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な
い
。
縁
あ
っ
て

来
ら
れ
た
６
人
の
方
々
が
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
看
護
部
全
体
で
支
え
た
い
」
と
思
い
を
表
し
た
。




